

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































654 ?????????????? ? ?
1
　　入61，444
193，976
56，794
15，658
　3，248
ユ9，913
　8，900
67，248
　3，121
　　0
　4，028
　4，990
　4，250
　1，69！
　1，004
　　0
　　　0
　1，676
当該部門中
のウェイト
工場嫡工数
?????? ?
??????
?????????????
???
? ????
?【? ）2
0
0
? ? ??
????????
?
註1）第1表と同一資料より作成。
　2）工場数，職工数の（）内は第6表註2）と同じ。
ろう。以下，この紡織を構成する三大産業の紡績，製糸，織物について検討
しよう。
　製糸は工場数は3，51ユ工場で，その84．2％が原動機を使用している。総工
場数中の8％が製糸工場であり，そのウェイトはきわあて大きいが，職工数
においては実にユ9％を占め，最大の集中をみせている。製糸は紡織部門のな
かでもことのほか女工のウェイトがたかいが，工場規模は平均職工数81．9人
と大きく，ま売大規模工場のウェイトもたかい。しかし，このように工場生
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う。他方，近代的大工場工業として確立している紡績は，
存在をもってわが国工業地域の構成を特徴づけるものであるといえよう。
　（ロ）金属精練・金属材料品，鋳物
　金属部門は工場数は2，542工場で，その80．4％が原動機使用であり，男工率
88．2％とたかく，本来的工場生産への転換がすすんでいる。しかし，1工場
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産の展開がみられたが，この年の製糸戸数は239，123戸であ
（16）
り，彪大な数の5人未満の製糸場が存在しているのであ
る。紡績は工場数は370工場で多くないが，その職工数は総
職工数中の13．5％にも達する20万4千人をうわまわる数であ
り，1工場あたり平均は551．9人という最大規模となってい
る。大規模工場の数は全工場の32．6％にあたる119工場で，
その職工数は193，976人で，全職工の95％に及んでおり，該
部門は近代的大工場工業として確立している。織物には最大
数の工場がある。その数は10，165工場で総工場数中の23．2％
に達する。工場といわれるものの4分の1近くがこの織物工
場なのである。職工数は273，614人目，総職工門中の18．1％
を占める。製糸につぐ大きさである。しかし，1工場あたり
の平均職工数は26．9人で大きくなく，また大規模工場のウェ
イトも小さい。動力化もようやく半数を越えるにすぎない。
なおこの年の機業戸数は562，255戸であり，珊珊な数の5人
未満機業場が存在しているのである。　　　　　　　　　’
　以上，紡織部門の三産業について検討した。海外への輸出
という市場条件によって過大に存立する製糸および織物には
それに対応した躍大な工場がうみだされており，わが国に過
大な製糸業地帯，織物業地帯の形成をもたらしているであろ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その巨大な工場の
（16）大正8年の全製造戸数は「第36次農商務統計衰』による。以下，同じ。
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あたり職工数は29人で総平回数より小さく，また大規模工場のウェイトも小
さい。これは金属皿がことに小規模であるためであり，これを除外すると，
平均規模は36．8人となり，また大規模工場のウェイトもたかまる。大工場の
展開もみられるが，しかしこの部門は海外からの輸入に大きく依存しており
国内生産の展開が十分でないこどがこの工場の存在状況にも示されていると
いえよう。この部門の代表的な個別産業についてみよう。
　金属精練・金属材料品は国内供給率が小さく，きわめて大きく輸入に依存
していることをみてきたが，工場数は435工場，1工場あたり平均職工数は
72．9人で比較的大きく，また，大規模工場の数は12にすぎないとはいえ，そ
こに職工の49．4％が集中しているなど，少数ながら大工場も存在してそのウ
ェイトはたかい。製銅業，鉄鋼業においても民間資本による近代的大工場の
成立がみられたといえよう。当該の時期の工業地域の構成に投影されるであ
ろう。鋳物｝ま国内供給を達成している伝統的産業部門であるが，日用品鋳物
から機械鋳物への転換をとげた時期であるとはいえ，1工場あたりの職工数
も大きくなく，また，大規模工場への集中もたかくない。伝統的産地を基盤
に鋳物業地域を形成しているであろう。
　㈲　原動機発動機・製造加工用機械器具，車輌類，造船
　機械器具部門には総工場数中の8％にあたる3，490工場があり，その78．9％
が原動機使用となっている。男工率95．4％に達する187，538人の職工があり，
それは総職工数中の12．4％という大きい割合を占めるものである。1工場あ
たり職工数は53．7人で部門別では最大である。また，大規模工場は50工場で
全体の1．4％にすぎないが，その職工数は全体の実に56．5％に達する大きさ
である。この部門では大工場の展開が顕著であり，そのウェイ，1・はたかい。
この部門は第1部門において輸入への依存度がたかかったが，工場生産の展
開は著しいものがあり，したがって近代的機械器具工業地域が形成されてい
たであろう。
　機械器具1の内部では原動機発動機，製造加工用機械器具という機械工業
　　　　　　　　　　　　　　　一22一
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の中核的部分が最：も輸入依存度がたかく，国内生産の展開は不十分であっ
た。しかし，ここには総工場数中の4．7％にあたる2，062工場があり，原動機
使用率も87．4％と大きく，大規模工場のウェイトは小さいとはいえ，1工場
あたり平均職工数も45．6人で比較的大きい。とくに原動機発動機が製造加工
用機械器具に比して工場生産の展開がすすみ，大規模工場のウェイトもたか
い。その後も外国からの輸入に大きく依存するとはいえ，ようやく国内生産
が定着しつつある姿を示しているといえよう。車輌類は458工場であるがそ
の平均規模も大きくないとはいえ，鉄道車輔においては近代的大工場生産
が成立している。造船はきわだった特徴をみせる。工場数は240工場で総工
場数中のO．54％にすぎないが，職工数のそれは5．1丁目達する。　1工場あた
り323．5人であり紡績につぐ大きさとなっている。大規模工場は20工場で，
そこに67，248人の職工が集中している。造船業は紡績業とともに民間産業に
おける近代的大工場生産の展開が最も著しい部門であり，造船工業地域を形
成し，わが国工業地域の構成において重要な位置を占めたであろう。
　9）セメント，煉瓦，陶磁器
　窯業部門は第1部門，第皿部門ともに国内供給を達成していた部門であっ
たが，ここには2，728工場がある。原動機を使用するものは3L8％にとどまる
が，これは部門別で最も小さい。職工は男工が中心ではあるが，1工場あた
り平均職工数は25．6人で大きくなく，大規模工場の展開の度合も小さい。総
じて本来的工場生産の展開が不十分であるが，この部門においては第III部門
において本来的工場のウェイトがわずかながらたかく，1工場あたり職工
数，大規模工場のウェイトが大きくなっている。セメントは平均規模も大き
く，また，大規模工場も少数ながら出現しているが，これに対して煉瓦・瓦
その他，陶磁器は規模が小さい。しかしこの両者はともに生産額比率に対し
て工場数比率が大きく，2．5％，2．1％となっていて，その工場数は多い。さ
らに，5人未満の製造場がともに多数存在しており（大正8年の全製造戸数
は，煉瓦．・瓦，963戸，土管720戸，陶磁器7，015戸），各地に窯業地域が形
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成されているであろう。とくに輸出産業として存立している陶磁器において
は一部の大規模工場をもうみ出しつつあり，各地に陶磁器業地域が形成され
ていると思われる。
　㈱　人造肥料，製紙・パルプ，マッチ
　海外からの輸入に大きく依存していた化学部門には2，537工場があるが，う
ち原動機使用のものは66％である。職工数は105，060人で，その男工率は63．4
％，1工場あたり職工数は4L7人で，いずれも総平均をうわまわるが，大規
模工場のウェイトも小さく，総じて化学部門のたちおくれを示しているとい
えよう。とくに化学1は1工場あたり平均職工数が39人で化学皿の43．8人を
下まわり，大規模工場においても大差がなく・，さらに，工場数そのものが化
学IIIを下まわっており，輸出依存の大きい化学IIにおける工場生産の一こ口
展開とは対照的に大きくたちおくれているといえよう。このような化学のな
かから人造肥料，製紙・パルプ，マッチについて検討する。
　化学1のなかでも人造肥料は輸入依存が最も大きい部門であった。ここに
は150工場があり，その動力化もすすみ，また，　1工場あたり職工数も70．9
人と大きく，工場生産の展開していることを示している。とくに大規模工場
が3あり，その職工数は全体の47％を占めるという大きさであり，大工場の出
現しつつある様相をみるC．とができる。この時期の化学工業の展開とそれに
ともなう化学工業地域の形成との関連で注目すべきものといえよう。伝統的
な和紙と洋紙・パルプからなる製紙・パルプには736工場がある。原動機使
用工場率は54．8％にとどまるがt一方には大規模工場も出現しており，洋紙・
パルプにおける少数の大工場と，動力化の十分すすんでいない和紙等におけ
る二大な製造所とが併存しており（大正8年の全製造戸数は，和紙45，025戸，
洋紙72戸，職工数は，和紙15，400人，洋紙13，627人），異なるタイプの製紙業
地域を形成していたであろう。マッチは動力化率，男工率も小さいが，1工
場あfcり職工数はIOQ．5人で，紡績，造船につぐ大きさである。大規模：工場
も3工場あり，輸出産業としての展開はこれらを頂点とする多数の工場をう
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み出し（大正8年の全製造戸数は204戸），マッチ製造業地域を形成してい
るのである。
　（N　醸造，砂糖，製茶
　食料品部門には6，801という多数の工場があり，それは総工場数回の15．6％
にも及ぶ大きさである。しかし，原動機使用工場の割合は窯業についで小さ
く，1工場あ・たり職工数も14．6人で部門別にみて最小である。多数の小工場
の存在をもって特徴とするが，それらを中心に各地に産地を形成しているで
あろう。
　／　これらのうちの醸造は，生産額は総生産門中の0．6％にすぎなかったが，
工場数は3，613工場で総工場数中の8．3％に達する。1工場あたり職工数は14
人という小さい規模であるが，織物につぐ彪大な数の工場が存在し，各地に
醸造業地域を形成しているであろう。砂糖は輸入依存の大きい部門であった
が，ここの工場数は44で，1工場あたり職工数は60．5人で比較的大きく，輸
入依存のこの部門における工場生産確立の動きをみることができる。輸出産
業であった製茶は動力化率，男工率ともに小ざいが，305工場がある。茶栽
培地域を基盤に製茶業地域が成立しているであろう　（大正8年の全製茶戸数
は1，122，164戸）。
　（ト）雑製品
　雑工業部門には紡織につぐ7，671の工場があるが，これは総工場数中の17．5
％という大きさである。原動機使用工場の割合は総平均を下まわるとはいえ
57．5％でかなりのたかさである。職工数は138，707人で総職工町中の9．2％を
占めるが，1工場あたりは18．1人で小さく，また，大規模工場のウェイトも
小さい。総じて工場生産の規模は大きくないが，蹉大な数に及ぶ小工場の存
在が注目にあたいしよう。この部門は輸出依存度の大きいところであったが
輸出の拡大にささえられて多数の小工場が籏生しているのであり，各地に雑
工業地域を形成せしめていたであろう。
　生産額において3．8％も占め，そのウェイトのたかさが注目された雑製品
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には，実に18，102工場がある。織物，製糸，醸造，原動機発動機・製造加工
用機械器具，煉瓦・瓦その他につぐ大きさであり，総工場数等の4．1％であ
る。原動機使用工場の割合はなお小さく，そしてなによりも1工場あたりの
職工数はわずか14．1人にすぎず，きわめて小さい。工場生産の展開は十分で
あるとはいいがたいが，海外輸出にささえられたこの産業部門には腰大な小
　　　　　ロア　工場がうまれ，これが各地の雑製品生産地の核となって雑製品工業地域を形
成し，わが国工業地域の構成を特徴づけるものとなっているであろう。
（17）（14｝において述べたごとく，この雑製品部門には『工場統計表』の工場数をうわま
　　わる彪大な数の製造戸数がある。たとえば，畳表・莫塵・下県，工場数99工場，全
　製造戸数1⊥5，790戸，刷毛・刷子，同じく141工場，977戸，帽子，同じく145工場，
　3，856戸。
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